
草
津
市
で
は
、｢

誰
も
が
生
き

が
い
を
も
ち
、
健
や
か
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
都
市
」
健
幸
都
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

山
田
学
区
に
お
い
て
も
、
健
康

講
座
、
福
祉
講
座
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

健
康
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、

人
生
の
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
健
康
を

害
す
る
と
、
そ

の
人
が
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ

と
の
す
べ
て
を

失
く
し
て
し
ま

う
と
言
っ
て
も

過
言
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。人

は
、

年
齢
を
重

ね
る
と
と

も
に
、
誰
も
が
体
の
衰
え
を

感
じ
ま
す
。
平
均
寿
命
＝
健

康
寿
命
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か

難
し
く
、
日
々
心
し
て
健
康

づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
が

で
き
れ
ば
…
と
思
っ

て
い
ま
す
。
学
区

民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
、
実

現
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

草
津
市
で
は
、｢

誰
も
が
生
き

が
い
を
も
ち
、
健
や
か
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
都
市
」
健
幸
都
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

山
田
学
区
に
お
い
て
も
、
健
康

講
座
、
福
祉
講
座
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

健
康
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、

人
生
の
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
健
康
を

害
す
る
と
、
そ

の
人
が
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ

と
の
す
べ
て
を

失
く
し
て
し
ま

う
と
言
っ
て
も

過
言
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。人

は
、

年
齢
を
重

ね
る
と
と

も
に
、
誰
も
が
体
の
衰
え
を

感
じ
ま
す
。
平
均
寿
命
＝
健

康
寿
命
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か

難
し
く
、
日
々
心
し
て
健
康

づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
が

で
き
れ
ば
…
と
思
っ

て
い
ま
す
。
学
区

民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
、
実

現
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

第４１号 平成２９年２月１日号（１）第４１号 平成２９年２月１日号（１）

人口 7,906人
男性 3,885人
女性 4,021人

世帯数 3,175世帯

人口 7,906人
男性 3,885人
女性 4,021人

世帯数 3,175世帯
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健
康
・
福
祉
の
ま
ち
へ
！

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
へ
！

さい ほうしゅんさい ほうしゅん

第２回やまだウォークのようす第２回やまだウォークのようす

11月19日に、学区の「南部癒しのコース」

を歩きました。立命館大学の田畑教授のお

話の後、１時間ほどのウォーキングでした

が、参加された皆さんからは、｢とても良

い運動になった｣｢他のコースも歩いてみた

い」などの声を聞きました。赤十字奉仕団

のご協力で、ウォーキング後は、疲労回復

にと用意された甘酒をみんなでいただきま

した。

11月19日に、学区の「南部癒しのコース」

を歩きました。立命館大学の田畑教授のお

話の後、１時間ほどのウォーキングでした

が、参加された皆さんからは、｢とても良

い運動になった｣｢他のコースも歩いてみた

い」などの声を聞きました。赤十字奉仕団

のご協力で、ウォーキング後は、疲労回復

にと用意された甘酒をみんなでいただきま

した。

第４回みんなの健康講座｢認知症の“人の気持ち”｣

渡辺哲弘さん(きらめき介護塾代表)

第４回みんなの健康講座｢認知症の“人の気持ち”｣

渡辺哲弘さん(きらめき介護塾代表)

良い睡眠のためには、昼間の
悩みを寝床に持っていかない
ことも大事です

良い睡眠のためには、昼間の
悩みを寝床に持っていかない
ことも大事です

認知症になっても、変わらないお
付き合いを続けることが大切なん
ですよ

認知症になっても、変わらないお
付き合いを続けることが大切なん
ですよ



11
月
29
日
、
学
区
同
和
教
育
推

進
協
議
会
と
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
館
外
研
修
で
三
重
県
人
権

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

講
師
の
体
験
を
交
え
た
お
話
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
参
加
の

皆
さ
ん
は
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

｢

人
権
を
自
己
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と｣

｢

人
を
尊
重
す
る
心
を
育

て
る
こ
と｣

が
同
和
問
題

解
決
に
向
け
て
の
一
歩
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

講
義
の
後
は
、
各
自
セ

ン
タ
ー
の
施
設
見
学
を
し

ま
し
た
。

39

名
の

参
加
者
か

ら
は
、｢

一

人
ひ
と
り

が
考
え
、

言
葉
や
行

動
に
注
意

し
て
い
き

た
い｣

｢

自
己
の
人

権
意
識
と
常
に
向

き
合
っ
て
生
活
す

る
こ
と
の
大
切
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た｣

等
、
多
く
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

11
月
18
日
、
市
長
と
ま

ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
開
催

し
、
地
域
の
課
題
解
決
や

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

「
陽
ノ
丘
団
地
市
営
住

宅
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
」

と
「
山
田
学

区
の
今
後
の

ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」

の
二
つ
の
テ
ー

マ
の
話
し
合

い
の
中
で
、

市
長
か
ら
は
、
市
政
の
課
題
も
含

め
山
田
学
区
へ
の
思
い
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
長
と
の
膝
を
交
え
た
話
し
合

い
を
通
し
て
、
市
政
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
学
区
同
和
教
育
推

進
協
議
会
と
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
館
外
研
修
で
三
重
県
人
権

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

講
師
の
体
験
を
交
え
た
お
話
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
参
加
の

皆
さ
ん
は
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

｢

人
権
を
自
己
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と｣

｢

人
を
尊
重
す
る
心
を
育

て
る
こ
と｣

が
同
和
問
題

解
決
に
向
け
て
の
一
歩
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

講
義
の
後
は
、
各
自
セ

ン
タ
ー
の
施
設
見
学
を
し

ま
し
た
。

39

名
の

参
加
者
か

ら
は
、｢

一

人
ひ
と
り

が
考
え
、

言
葉
や
行

動
に
注
意

し
て
い
き

た
い｣

｢

自
己
の
人

権
意
識
と
常
に
向

き
合
っ
て
生
活
す

る
こ
と
の
大
切
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た｣

等
、
多
く
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

11
月
18
日
、
市
長
と
ま

ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
開
催

し
、
地
域
の
課
題
解
決
や

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

「
陽
ノ
丘
団
地
市
営
住

宅
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
」

と
「
山
田
学

区
の
今
後
の

ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」

の
二
つ
の
テ
ー

マ
の
話
し
合

い
の
中
で
、

市
長
か
ら
は
、
市
政
の
課
題
も
含

め
山
田
学
区
へ
の
思
い
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
長
と
の
膝
を
交
え
た
話
し
合

い
を
通
し
て
、
市
政
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

第４１号 平成２９年２月１日号（２）第４１号 平成２９年２月１日号（２）

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
へ

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
へ

市長とまちづくりトーク市長とまちづくりトーク

学
区
同
推
協
館
外
研
修

学
区
同
推
協
館
外
研
修

11
月
26
日
の
第
４
回
「
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
に
は
12
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
高
島
市
の
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
の
」
で
は
、
生
地
の
ま
と
め
か
ら
大

き
な
包
丁
で
麺
を
切
る
と
こ
ろ
ま
で
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
初
め
て
の
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、｢

麺
が
太

す
ぎ
た
～｣

「
自
分

で
作
っ
た
お
そ
ば

は
お
い
し
い
！｣

と

言
い
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
の
第
４
回
「
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
に
は
12
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
高
島
市
の
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
の
」
で
は
、
生
地
の
ま
と
め
か
ら
大

き
な
包
丁
で
麺
を
切
る
と
こ
ろ
ま
で
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
初
め
て
の
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、｢

麺
が
太

す
ぎ
た
～｣

「
自
分

で
作
っ
た
お
そ
ば

は
お
い
し
い
！｣

と

言
い
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

第
５
回
「
書
き
初
め
練
習
を
し
よ
う
！
」

が
12
月
17
日
に
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

岸
本
博
光
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
の
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に
力
強

く
一
文
字
一
文
字
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
第
41
回
新
春
書
き
初
め
大
会

(

草
津
市
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
催)

に
出
品
さ
れ
、
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
７
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

第
５
回
「
書
き
初
め
練
習
を
し
よ
う
！
」

が
12
月
17
日
に
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

岸
本
博
光
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
の
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に
力
強

く
一
文
字
一
文
字
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
第
41
回
新
春
書
き
初
め
大
会

(

草
津
市
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
催)

に
出
品
さ
れ
、
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
７
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。草

津
市
長
賞

小
田

悠
平
さ
ん(

５
年)

毎
日
新
聞
賞

赤
松

想
楽
さ
ん(

５
年)

朝
日
新
聞
賞

出
口

真
緒
さ
ん(

６
年)

銀
賞横

江

七
音
さ
ん(

４
年)

銅
賞岸

本

多
羅
さ
ん(

１
年)

宇
野

彰
真
さ
ん(

２
年)

岩
佐

彩
花
さ
ん(

５
年)

草
津
市
長
賞

小
田

悠
平
さ
ん(

５
年)

毎
日
新
聞
賞

赤
松

想
楽
さ
ん(

５
年)

朝
日
新
聞
賞

出
口

真
緒
さ
ん(

６
年)

銀
賞横

江

七
音
さ
ん(

４
年)

銅
賞岸

本

多
羅
さ
ん(

１
年)

宇
野

彰
真
さ
ん(

２
年)

岩
佐

彩
花
さ
ん(

５
年)



11
月
20
日
、
山
田
小
学
校
に
お

い
て
第
14
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
毎
年
恒
例
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
に
加

え
て
、
室
内
競
技
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
「
デ
ィ
ス
コ
ン
」
が
初

め
て
競
技
種
目
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
、

時
に
は
真
剣
に
プ
レ
ー
さ
れ
、
秋

の
一
日
を
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

大
い
に
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
成
績
順
に
優
勝
・
準
優

勝
・
第
三
位
の
表
記
で
す
。
（
敬

称
略
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

第
１
部

徳
田
正
三
（
出
屋
敷
団
地
）

木
村
芳
昭
（
木
川
）

宇
野
喜
好
（
北
山
田
）

第
２
部

竹
川
貞
雄
（
山
田
）

駒
井
昌
枝
（
南
山
田
）

山
岡
正
和
（
山
田
）

ペ
タ
ン
ク

出
屋
敷
Ｂ

五
条
Ａ

不
動
浜
Ａ

11
月
20
日
、
山
田
小
学
校
に
お

い
て
第
14
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
毎
年
恒
例
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
に
加

え
て
、
室
内
競
技
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
「
デ
ィ
ス
コ
ン
」
が
初

め
て
競
技
種
目
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
、

時
に
は
真
剣
に
プ
レ
ー
さ
れ
、
秋

の
一
日
を
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

大
い
に
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
成
績
順
に
優
勝
・
準
優

勝
・
第
三
位
の
表
記
で
す
。
（
敬

称
略
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

第
１
部

徳
田
正
三
（
出
屋
敷
団
地
）

木
村
芳
昭
（
木
川
）

宇
野
喜
好
（
北
山
田
）

第
２
部

竹
川
貞
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エンディングノートエンディングノート

12月15日に看護師の柴田恵子さんを講師に

迎え、仕事を通して感じてこられたエンディ

ングノートの必要性、内容や書き方について

お話いただきました。参加された皆さんは、

今までの人生を振り返りながら、これからの

自分の希望、家族や友人へのメッセージを熱

心に書いていました。

12月15日に看護師の柴田恵子さんを講師に

迎え、仕事を通して感じてこられたエンディ

ングノートの必要性、内容や書き方について

お話いただきました。参加された皆さんは、

今までの人生を振り返りながら、これからの

自分の希望、家族や友人へのメッセージを熱

心に書いていました。
高齢者対象の「寄せ植え講座」を12月13日

に実施しました。あいにくの雨の中、毎年恒

例になっている師走の寄せ植え作りに挑戦し

ました。講師の髙岡實さんから、葉牡丹、梅

などの植え方や苔の置き方の説明を受け、お

正月らしい華やかな寄せ植えが完成しました。

高齢者対象の「寄せ植え講座」を12月13日

に実施しました。あいにくの雨の中、毎年恒

例になっている師走の寄せ植え作りに挑戦し

ました。講師の髙岡實さんから、葉牡丹、梅

などの植え方や苔の置き方の説明を受け、お

正月らしい華やかな寄せ植えが完成しました。

市民センター 年末大掃除市民センター 年末大掃除

12月３日、公民館利
用団体の皆さんに年末
大掃除をしていただき
ました。

おかげさまで、大変
きれいになりました。

ありがとうございま
した。

12月３日、公民館利
用団体の皆さんに年末
大掃除をしていただき
ました。

おかげさまで、大変
きれいになりました。

ありがとうございま
した。

安全運転で気をつけて安全運転で気をつけて

交通安全高齢者自転車大会交通安全高齢者自転車大会

あおばなチーム ２年ぶりの優勝あおばなチーム ２年ぶりの優勝

12月９日、守山市民体育館において、滋賀県警察と

県交通安全協会主催の第12回交通安全高齢者自転車大

会が開かれました。大会には、県内全域から20チーム

80名が参加され、【団体の部】で山田支部・あおばな

チームが優勝、【個人の部】では五条町の濵口修治さ

んが敢闘賞を受賞されました。

12月９日、守山市民体育館において、滋賀県警察と

県交通安全協会主催の第12回交通安全高齢者自転車大

会が開かれました。大会には、県内全域から20チーム

80名が参加され、【団体の部】で山田支部・あおばな

チームが優勝、【個人の部】では五条町の濵口修治さ

んが敢闘賞を受賞されました。
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こよみこよみ

「第３回 やまだウォーク」 参加者募集！「第３回 やまだウォーク」 参加者募集！

□２月４日（土）

☆みんなで学ぶ連続講座（第４回） 12:30～
(山田小学校運動場)

□２月８日（水）
★すこやかセミナー 19:30～

□２月10日（金）
★みんなの健康講座（第５回） 9:30～12:30
★学区同推協総括研修会 19:30～

□２月11日（土・祝）
☆人権尊重と部落解放をめざす市民のつどい

13:30～
(クレアホール)

□２月12日（日）
☆ボウリング大会 9:30～

（ＡＣＴエースレーン草津）

□２月16日（木）
★やすらぎ学級 13:30～

★印の会場は山田市民センター（公民館）です

□２月４日（土）

☆みんなで学ぶ連続講座（第４回） 12:30～
(山田小学校運動場)

□２月８日（水）
★すこやかセミナー 19:30～

□２月10日（金）
★みんなの健康講座（第５回） 9:30～12:30
★学区同推協総括研修会 19:30～

□２月11日（土・祝）
☆人権尊重と部落解放をめざす市民のつどい

13:30～
(クレアホール)

□２月12日（日）
☆ボウリング大会 9:30～

（ＡＣＴエースレーン草津）

□２月16日（木）
★やすらぎ学級 13:30～

★印の会場は山田市民センター（公民館）です

立命館大学
くさつキャンパスを歩こう

立命館大学
くさつキャンパスを歩こう

市民センター窓口での諸証明発行

は３月31日で終了します。４月１日

からは、市役所の窓口か全国のコン

ビニをご利用ください。

山田市民センターには、コンビニ

と同じ証明書交付サービス対応マル

チコピー機を設置します。なお、コ

ンビニ交付を利用するには、マイナ

ンバーカードが必要です。

市民センター窓口での諸証明発行

は３月31日で終了します。４月１日

からは、市役所の窓口か全国のコン

ビニをご利用ください。

山田市民センターには、コンビニ

と同じ証明書交付サービス対応マル

チコピー機を設置します。なお、コ

ンビニ交付を利用するには、マイナ

ンバーカードが必要です。

平成29年度
山田学区まちづくり協議会事務局職員募集
平成29年度
山田学区まちづくり協議会事務局職員募集

募集人数 １名

雇用期間 平成29年４月１日～平成30年３月31日

１年契約(契約更新の可能性有、最長５年)

職務内容 まちづくりセンターの管理運営業務他

募集期間 １月30日(月)～２月９日(木)

※詳細はまち協事務局へ

(山田市民センター内☎562-0044)

募集人数 １名

雇用期間 平成29年４月１日～平成30年３月31日

１年契約(契約更新の可能性有、最長５年)

職務内容 まちづくりセンターの管理運営業務他

募集期間 １月30日(月)～２月９日(木)

※詳細はまち協事務局へ

(山田市民センター内☎562-0044)

市・県民税の申告おでかけ相談市・県民税の申告おでかけ相談

日時 ３月14日（火）
13：00～15：30
(受付 12：45～)

場所 山田市民センター
２階 集会室

※ 詳しくは「広報くさつ」２月１日号
をご覧ください

日時 ３月14日（火）
13：00～15：30
(受付 12：45～)

場所 山田市民センター
２階 集会室

※ 詳しくは「広報くさつ」２月１日号
をご覧ください

▽日時 ３月４日(土)９時30分～15時

▽場所 山田市民センター(集合)～立命館大学BKC～

山田市民センター(解散)

※市マイクロバスで送迎

▽定員 60人

▽申込・問合せ ２月１日(水)からまち協事務局(山

田市民センター内☎562-0044)へ

▽日時 ３月４日(土)９時30分～15時

▽場所 山田市民センター(集合)～立命館大学BKC～

山田市民センター(解散)

※市マイクロバスで送迎

▽定員 60人

▽申込・問合せ ２月１日(水)からまち協事務局(山

田市民センター内☎562-0044)へ

白へびさんありがとう！白へびさんありがとう！

力をあわせて、よいしょ、よいしょ！

束ねたわらで白へびを編むようす

力をあわせて、よいしょ、よいしょ！

束ねたわらで白へびを編むようす

諸証明発行終了のお知らせ諸証明発行終了のお知らせ


